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10 月 

誕生祝い 

会  長   長尾 亘 

副会長   多胡葉子 福田宏子  

書  記    若林成幸  

会  計    小林康男 郡家 学 

会計監査  石田由美子 風早寿郎 

担当主事 橋本 唯 

メネット連絡 小林貴美子 

直前会長  石田由美子  

 

21 喜多邦子 

25 岡野瑞恵 

 会員在籍数（A）    16  名 

例会出席総数(B)   20 名 （内ズーム  2 名）  

（内訳）  会員（C）      13 名 

      メネット・アソシエト 4 名（内ズーム２名） 

      ゲスト・ビジター   3  名 

      メイクアップ（内数 D） 0 名  

会員出席率 C+D/A   81 ％  

例会充足率 B/A    125  ％  

にこにこ献金・ファンド実積 

ニコニコ   4,000 円 （累計 10,000 円） 

ファンド   

タカラムネ  18,000 （累計 10,100 円） 

真菰茶     9,050 （累計 1,050 円） 

その他     7,500 （累計 7,500 円） 

合  計     34,550 （累計 22,650 円） 

                          主 題 ・ 標 語 

国際会長(I P) A Shanavaskhan (A・シャナヴァスカーン) (インド)                      

主    題     “Together for a better World”  「より良い世界の為に、共に」 

    スローガン     “Arise and Shine”   「立ち上がろ、そして輝こう」 

アジア太平洋地域会長(AP) Joan Wong(ジョウン・ウォン)(⾹港） 

主   題   “Make a Great Impact“ 「⼤きなインパクトを起こそう」   

   スローガン  “Be Bold and Serve by Faith“ 「⼤胆に、信念をもって奉仕しよう 」 

西日本区理事(RD) 鵜丹谷 剛 （神戸） 

   主   題     つなげよう地域と世界、YMCA と共に  

   スローガン   楽しもうフェローシップをポジティブに      

六甲部長    小野勅紘（西宮） 

   主   題    一人は万人のために、万人は一人の為に 

   スローガン  Y（YMCA）・Y（ユース）・W（ウィン）・W（ウィン）の関係で互いに支援しましょう！ 

宝塚クラブ会長 長尾 亘    

主   題  楽しい例会があって、YMCA・地域活動を大切に！      

 

 
 

２０２４年 10月 例会 

  日  時 ： ２０２４年 10 月 9 日（水）１８時３０分 

  場  所 ： 宝塚市西公民館ホール 

  会  費 ： 1,500 円 

ドライバー    武田寿子 若林成幸    

開会点鐘       長尾 亘 会長 

ワイズソング      全  員 

聖書朗読・祈祷   小林康男   

ゲスト・ビジター紹介  長尾 亘  会長     

会   食 

  卓   話 「”生きがい”が溢れる社会の実現を 

目指す挑戦の軌跡」 

          （株）Matka 代表取締役 中野祥子さん      

委員会報告     

ＹＭＣＡ報告 

誕生日のお祝い    長尾 亘 会長 

ニコニコファンド 

閉会点鐘        長尾 亘 会長 

（ Zoom 視聴は右上の例会 QR コードをスキャン. ） 

 
 

西日本区 10月強調テーマ ： ASF 
YMCAの現在を知り、過去から学び、未来を考えましょう。   

YMCAサービス・ユース事業主任 上杉 徹         
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随 想              日本キリスト教団 甲東教会 牧師 新堀真之 

子どものことから、いつも身近に ＜Y＞ がありました。千葉 YMCA の 3 歳時保育に通いはじめたことをき

っかけに、小学生の頃は江東 YMCA、武蔵野 YMCA、立川 YMCA の夏冬キャンプに参加。中高大学生の

頃は野尻学荘や野尻小学生キャンプ（東京YMCA）のボーイズ・リーダーとして、夏の間の大半を野尻湖で

過ごしました。神学部で学ぶため、京都に移り住むようになってからは、学生 YMCA の活動に連なり、京

大・地塩寮、京都府立医科大・橘井寮、関西学院大学や聖和大学の学 Y 仲間たちと一緒に聖書を読み、

大島青松園や邑久光明園、釜ヶ崎や東南アジアの国々を訪れながら、本当に多くのことを教えられまし

た。その意味で、私は様々な YMCAの働きとつながりの中に育てられた者だといえるのでしょう。執筆のご

依頼を受けたこのコーナーでは、今まで Y の活動の中で体験したことや、与えられた出会いを振り返りな

がら、文章を綴っていきたいと思っています。 

 

 今でも新鮮に思い出す光景があります。それは小学校 1 年生のとき、はじめて「4 泊 5 日」という（子ども

にとっては）長い期間、Y のキャンプに参加したときの大切な思い出です。場所は長野県の戸隠高原だっ

たでしょうか。両親のもとを離れるのが寂しくて、ずっと不安を抱えながら過ごしていたとき、「リキ」というグ

ループリーダーが、ずっとそばに寄り添いつづけてくれました。子どもの狭い歩幅に合わせてゆっくりと山

道を登り、どんな小さな発見に対しても一緒に驚き、感動を分かち合ってくれる優しいリーダーでした。 

その後、どのキャンプに参加しても、「リキ」のような優しいリーダーたちに出会うことができました。何かを

教える「せんせい」としてではなく、親しみを込めて語りかけ、何かの体験を一緒に分かち合ってくれる「リ

ーダー」と呼ばれる大人がいるということに驚きました。そして、大人になったら自分もそんなリーダーにな

りたいと願ったものでした。 

 

「神とは、『人と人との間の霊』（transpersonal spirit）、『関係における力』、愛を生みだす人格的な能力の

別称です。」（栗林輝夫『日本民話の神学』より） 

 

神とは、人と人との「間」に働き、分かたれていた「誰か」と「誰か」とを結び合わせ、関係づける力なのだと

いいます。イエスもまた、「神の国はあなたがたの間にある」と語りました。「間」に働く力を ＜神＞ と呼ぶ

ならば、私はこれまで、YMCAの働きを通して神さまに出会わせてもらえたといえるでしょう。 

ますます人が孤立し、社会の中に様々な分断が表れている今の世の中にあって、人と人との「間」を再び

つなぎ合わせ、あたたかく結び直していく「同労者の存在」を、神は強く求めておられることでしょう。そし

て、今も昔もこれからも、＜Y＞ はその働きを担い続けていく貴重な存在であり続けていくことでしょう。私

の働きの場である「教会」も、そのような場所であれたらと願っています。 

 

 

 

今月の聖書 

「神の国は、見える形では来ない。『ここにある』『あそこにある』と言えるものでもない。 

実に、神の国はあなたがたの間にあるのだ。」     （ルカによる福音書 17章 20－21節） 

 

 

プロフィール  

新堀真之（にいほり まさゆき） 

千葉県千葉市生まれ。東京都日野市で育つ。 

同志社大学神学部、同志社大学神学研究科博士課程前期修了。 

 日本基督教団岡山教会、香椎教会を経て、2020 年より甲東教会 

牧師。2024 年より甲東幼稚園園長。 
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９月第１例会報告 

9月 11日(水)18時 30分より、宝塚西公民館で、メン 13名、アソシエイト２（ズーム参加）、ゲスト：神戸

ポートクラブ：田代正彦メン、ご友人の宝塚在住の金岡幸弘様を迎えて、長尾亘会長の点鐘で開会さ

れた。 

  『えつ？ 足こぎ車椅子でホノルルマラソンを完走！！  

~難病の息子と歩んだ 30の軌跡～』と題して「ぽっかぽかランナーズ 

代表」林 優子氏よりお話を伺った。 

林様には二人の息子さんがおられ、次男のきよしさんが、生後６か月 

で「ドラベ症候群」・…それまで健康であった赤ちゃんが、多くの場合は 

1歳までに、遅くとも１歳 8カ月までに全身あるいは片側のけいれんを 

発症し、その後もけいれんを何度も繰り返す難病…を発症。 

スクリーンには、兄の目線で、弟を優しく見守った日々、時には 

一緒に遊ぼうと思っても、それが実現できない悔しさ残念な思いや 

感激等の気持ちが素直に表現された映像が映し出された。 

また、きよしさんは、17歳の時には、1.5㎞の校内マラソンにも 

挑戦をされたという努力家だった。そして何と、昨年(2023年)12月 

「足こぎ車椅子でホノルルマラソンを完走！ 

毎年、ハワイの「ホノルルのフルマラソン」は好評となり、我々の友人 

たちも参加を試みるものの、完走するのは至難の業との感想をよく耳にするが、きよしさんは、このホ

ノルルマラソンを８時間３９分で足こぎ三輪車椅子をこぎ続け、 “Never Give Up!” の精神をもって見

事完走された！  

その根底には「諦めない挑戦と無限の可能性を求めて！」との信念を親子共々抱き、沿道の暖かい

応援とサポートがその信念をより強力なものとした。 まさに「難病の息子さんと歩んだ 30 年の軌跡」

と言えよう・・・！ 

 その後、しばし、会場は沈黙の空気が流れたことは言うまでもない・・・・ 

 各委員会の報告、誕生日のお祝い後、長尾会長の点鐘をもって、例会は終了した。 

                                                      （福田宏子） 

 

プロフィール 

スピーカー 株式会社Matka 代表取締役 中野 祥子さん 
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９月第２例会議事要旨 

2024.9.18（水）18：30～20：30、西公民館会議室において第 2 例会を開催した。出席者は、長尾会長、石田・小林・郡家・武田・

多胡・福田・若林各ワイズの 8 名。議事要旨は次の通り。 

１．例会運営について 

  ①9 月第１例会の視聴者からの「画面の共有不具合・聞き取りにくい」の原因と対策を振り返った。 

   今回は講師の Zoom不慣れのため当日の即対応は困難であった。 

  ②10～12 月ゲスト講師等を確認した。 

10 月卓話 中野祥子氏（関学フラチーム・マハロの初代メンバー・（株）Matka代表取締役）。 

11月卓話 西村隆夫氏（タイ・チェンマイクラブ会員・Zoom参加）。 

12 月 14 日（土）クリスマス合同例会（大阪土佐堀クラブと・香櫨園のイタリアンにて）。 

     詳細は 9/20 合同準備会で協議予定。ゲストとして宝塚教会 浦上牧師の参加を打診する。 

  ③1～3 月の計画 

  ・2 月にオープン例会（第 2回）を計画する。講師候補として、障がいのある人の創作活動を研究領域としている服部正氏 

（甲南大教授）の講演と前年度の川崎孝子ワイズ主宰「クルーズによる体験学習会」の続編、の２案が出た。とりあえず、 

川崎氏の意向打診を優先することになった。 

  ・3 月は、講師候補としていた稲村俊昭氏（京都美術工芸大学 建築学科特任教授）「西谷の森づくり（仮題）」。 

  ・1 月は、坂内定比古氏（あとりえ・こでまり主宰）による「アンテイーク・オルゴールの響き（仮題）」。 

２．各部会への参加状況 

 8/31（土）西中国部 降雨のため中止  9/7 (土) 京都部 不参加    9/8（日）びわこ部 青柳・福田参加  

  9/14（土）阪和部 鯖尻参加   9/28（土）中部 石田参加  10/5（土）九州部 長尾会長参加予定 

10/26（土）中西部 多胡・石田・若林参加予定  

11/2（土）六甲部 全会員で参加努力  11/9 (土) 瀬戸山陰部 石田参加予定 

３．ジャガイモファンドの状況 

   受注（ジャガイモ 189箱、三種混合 145 箱）に基づき各々190 箱、150 箱を発注。その後の追加を加え若干増量して正式に 

発注する。入荷は 10/12（土）9 時頃、若林宅を予定。 

４．故・城田教寛ワイズを偲ぶ会 

   急逝された城田ワイズ（しろた・たかひろ/東京町田スマイリングクラブ）のお別れ会が 9/29（日）シテイホール新三田で 

行われることになり、長尾・石田・若林が参列の予定。また、故人の熱心な働きにより厚木クラブ会員M 氏が市民クリス 

マスでのトランペット奏者として出演が決まっている。コンサート終了後、有志で偲ぶ会・打上会を計画する。 

５．チャリテイーラン 

  ・11/4（際）9時～12時 しあわせの村にて開催。協賛金としてクラブから 2 万円支出。個人献金＠3000 も受付け中。 

・全国チャリテイラン実行委員長 富田宇宙氏(パり・パラオリンピック大会水泳 400ｍ銅賞)が 11/4に神戸大会に来場予定。 

・宝塚は「仮装行列」で参加。仮装内容は、「市民クリスマス PR」と「舞台小道具として再利用」のクリスマス・バージョ 

ンを手作り。10/30（水）13 時～17 時に準備作業会を行う。 

６．市民クリスマス 

   合唱団の練習会を 9/20から 10回、西公民館にて行う。合唱団として男声パートの充員が課題。 

   第 3 部楽しい歌のプレゼントに出演の元宝塚歌劇団の楓ゆきさんに代わり、真愛涼歌さんの出演が決まった。 

７．ブリテン 

   編集案に基づき寄稿分担等を決め、アソシエイトの活動状況を加えることとした。 

８．その他 

  ・六甲部リーフレットの新調を小野部長から依頼があり石田・重松で進めている。 

  ・岡野ワイズの転入祝い・直前会長のご苦労さん会を兼ね、食事会を 10/2（水）18時、アンパスで行う。 以上（若林成幸） 
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部会参加報告 

びわこ部会に参加して 

 2024 年 9 月 8 日（日）、ホテルニューオウミにおいて、第 29 回びわこ部会に我クラブより、青柳美知子ワ

イズと福田宏子が参加した。 久々の近江八幡への訪問！ 琵琶湖周辺はきっと阪神間より涼しく、爽やか

な秋風を味わえられるのでは？と、かすかな期待を胸に抱きの旅だったのだが、その期待は見事に裏切ら

れた～～！！ まさに灼熱の出迎えであった！ 第一部はミュージカル「がもうの物語」が音楽劇団“Ryu 

陣” によって披露された。 7名の劇団員が凝った衣装に身を包み、すきとうる歌声が印象に残った。 

 部会セレモニーは近江八幡市長、ロータリークラブ会長等の祝辞で開幕、この部会のプログラム等の準

備に全力投球され、また吟味されたお食事を十分に満喫することができた。 

その後、部会のアピール、我が六甲部もブルーのリボンが引き立つ白い 

ハットを被り、11月 2日の六甲部会を元気よくアピール！！ 

 参加者総勢 134名、我々のテーブルは活気あふれる京都 ZERO 

クラブの方々との「EMCについて」などの戦略を拝聴でき、大きな 

収穫を得た会合であった。        

福田宏子 

 

阪和部会に参加して 

9 月 14 日(土)午前 11 時 30 分、シティプラザ大阪で開催された第 36 回阪和部会に参加してきました。 

寺岡博也阪和部長の開会点鐘から始まり、来賓の鵜丹谷剛西日本区理事、加志勉和歌山 YMCA 総主事

のご挨拶、その後阪和部長の挨拶、各クラブ会長主題ならびに委員長事業方針が発表されました。また今

回出席された 4 人の新入会員の拍手で迎えられました。その後休憩をはさみ食前感謝、乾杯のあと会食、

懇親と和やかに進み、紀の川クラブの方々と同じテーブルで楽しく交流することが出来ました。また久しぶ

りにお会いするワイズメンの方とも話をすることが出来ました。基調講演「二刀流で生きる幸せ」は、はメガ

バンクに勤務しながら 30 年を超える永きに亘り甲子園での高校野球の審判をはじめ大学野球でも審判を

務められた元高校球児の尾崎泰輔氏、二刀流の生き方のお話はとてもハートフルなメッセージで幸せをい

っぱいいただきました。アピールコーナーでは来年神戸で開催される西日本区大会のアピールを鵜丹谷剛

理事を中心に青いリボンのカンカン帽子を被って声高らかに宣伝しました。最後はみんなで YMCA の歌を

歌いホストクラブのお礼のご挨拶、次期阪和部長の遠藤ワイズの閉会点鐘でお開きになりました。久しぶり

の阪和部会の参加でしたが楽しくまた心温まり帰路につくことが出来ました。 

                     鯖尻佳子 
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委員会報告 

はんしん自立の家「デイキャンプ２０２４」 

 9月に入っても猛暑は続いている。コロナ禍で途切れてはいた時期もあったが、昨年より神戸YMCA余島リ

ーダーの協力ではんしん自立の家の入居者のデイキャンプが再開。今年は9月19日の午後2時から開催され

た。YMCAスタッフの阪田さんとリーダー8人による指導のもとに開催された今年のデイキャンプ。宝塚ワイズか

らは長尾会長、若林メン、小林メン、メネット、多胡メンの5人がお手伝い。 

お揃いのキャンプのTシャツに着替えた入居者の方々と一階のガレージ広場に集まり、 

「キャンプだホイ」の歌と共に開始。 

すぐに用意された一階のホールに 

移動してクラフト作業。リーダー 

たちが余島の海岸で集めた貝殻、 

絵の具、クレヨン、ウッドチップ 

が机に。各自好きなようにウッド 

チップでアクセサリー作り。リーダー、施設のスタッフの方々、ワイズのメンバーの寄り添いで入居者の方々の

手が動き、次々と素晴らしいアクセサリーが出来上がっていき、出来上がったアクセサリーを首にかけてホー

ル中笑顔でいっぱい。作業時間の１時間が終わり、休憩に入った。5時からはお待ちかねの夕食、カレーの時

間。ワイズのメンバー、リーダーたちも美味しいカレーの夕食のお相伴に預かった。6時からはデイキャンプの

クライマックス！お待ちかねのキャンプファイヤー！ この暑さゆえに外の駐車場でのキャンプファイヤーは今

年は中のホールで開催されることになった。阪田キャンプディレクターの導きでファイヤーを囲んで輪になった

メンバーたちが点火で喝采。ギターの伴奏に合わせてキャンプソング、ゲームなどが次々と。みんなの目が生

き生きとそして笑顔と共に賑やかに声が響き渡りあっという間に時間が過ぎ「遠き山に火は落ちて」をみんなで

斉唱。キャンプファイヤーの火が消えて楽しいデイキャンプの1日が終わった。入居者の方々と過ごした楽しい

デイキャンプでした。 

                                                   多胡 葉子 
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真菰ファンド 

宝塚北部の農村地区、西谷で真菰を育てて 7 年目になり

ます。ワイズの皆様には日頃、真菰茶のご愛飲をいただい

ておりまして、ありがとうございます。 

 真菰は、縄文時代から日本の池や沼、川に自生しており、

人々の生活には欠かせないものでした。しめ縄、ゴザなど

にも使われます。私はお茶、パウダー、石けん、クリームな

どにも加工して、本来、食用マコモダケ栽培の方が捨てられ

ている葉を有効に使っております。 

 

 環境問題から見ても、戦後の護岸工事などで自生場所が

少なくなりましたが近年、休耕田での栽培が増えておりま

す。特に、水質の浄化の為に役立ちます。山からの水が武

庫川の尼崎の取水場で宝塚市民の飲み水になります。さら

に、田んぼの保全の為にも役立ちます。(高齢化し田畑を手

放すと一年で草だらけ、畦は潰れて、しまいには竹藪になる

所もあります。) 勿論、身体にもとても良い成分や、ケイ素

たっぷりです。 

 

特に、この 10 月からの 1 ヶ月間は、真菰茸(マコモダケ)

が実りとても美味しい時期です。毎日、西谷の田んぼで沢

山の仲間達と真菰刈りをして、ランチにはそこで作ったお料

理を一緒に食べて楽しんでいます。是非、ワイズの皆様に

召し上がっていただきたく思いますので、ファンド用にお届

けいたします。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

                       西谷真菰 矢部美紗 

市民クリスマスの新企画 

今回は第２０回目の節目、会場を従来の音楽専用のベガホールから

多目的利用のソリオホールに変え、プログラムや演出に幾つかの工夫

を加えることになりました。 

その１．ポップンリンガーズ創立２０周年、ダカーポ設立２０周年を記念

し、ダカーポがポップンと共演、ポップンがハレルヤ・コーラスにも登場と

いう舞台が実現しそうです。それぞれに練習を行い、本番直前のリハー

サルで合同練習を予定。ポップンの成長を喜び、一緒に１つの楽曲を

演奏できる楽しさにワクワク。 

その２．「朗読と音楽でつづるクリスマス物語」に絵本の挿絵をスクリー

ンに投影します。童話作家ホフマンの見事な絵とともに朗読が進み、子

供も大人も一緒に聖書のお話しを楽しむことが出来ます。 

その３．タカラジェンヌが初めて市民クリスマスに登場します。美しくて明

るい一児のママがマリアに扮して、お話ししたり歌ったりと合唱団と共に

楽しい音楽のプレゼント。手作りのクリスマスツリーやトナカイも登場予

定。サンタさん役には誰が？ ご期待下さい。      若林成幸 

真愛涼歌 まあいすずか 

東大阪市出身、2006 年 宝塚歌

劇 団 入 団 (92 期 生 ) 、 宙 組

『NEVER SAY GOODBYE』初舞

台、その後 月組へ配属。 

『エリザベート -愛と死の輪舞（ロン

ド ） 』 『 THE SCARLET 

PIMPERNEL』『ロミオとジュリエット』

『ベルサイユのばら - オスカルとアン

ドレ編 -』 

『風と共に去りぬ』『PUCK』など宝塚

で数々の作品に出演。 
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YMCAニュース 

パリ・パラリンピックの水泳自由形 400ｍで銅メダル

を獲得した富田宇宙（とみた・うちゅう）選手が、今年

度から YMCA インターナショナル・チャリティーラン大

会委員長を担ってくださっています。 

富田選手は小学生の頃に熊本 YMCA 水泳教室に

通っていましたが、高校 2 年生の時に網膜色素変性

症を発症して徐々に視力を失い、24 歳でパラ水泳の

選手となりました。選手として日々努力されているだ

けでなく、「障がいのある人もない人もみんなでスポー

ツを楽しめる社会にしたい」と障がい者支援にも尽力

されています。 

この度、神戸ＹＭＣＡで行われるチャリティーランに

もゲストで参加してくださることが決まりました！  

                        橋本 唯 

 

 

9回目の実行委員会が 9月 30日(月)開かれました。今月も主だった項目を報告します。 

やはり難しいのは登録費を幾らにするか、です。以前は一定の日までの登録は「早割」として通常より安く

設定をしていましたが、今回は逆に一定の日を過ぎると高くなる、とする足し算方式になる予定です。最終

決定はもう少し詰めてからお知らせします。 

プログラムや観光案内をいれる袋の中の記念品も嵩張らず、軽く便利で普段でも活用できるもの、と検

討した結果「クリアファイル」に決まりました。どこにもないデザインを考えています。 

単日開催のため時間の有効活用を特に優先した結果、第 1 部大会と第 2 部懇親会の間の 1 時間でロビ

ーコンサートを計画中です。 

段々具体的なプログラムが見えて来ました。速報でお伝えしていきます。  

                                              実行委員 石田 由美子 

 

 

 

第 28回西日本区大会実行委員会報告 

 

コンサートに来場希望の方は、予め入場整理券（無料・座席

指定）を予約していただく必要があります。チラシに記載の

方法で電話叉はメールでお申し込み下さい。 


